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はじめに 

 西川吉之助の略史を下記に挙げるが、吉之助

は濱子の聾がわかる以前から、教育や商業に明

るく、濱子の聾をもって吉之助自身のもともと

の才能が開花したと考えている。しかし、吉之

助の濱子誕生前の記録はほとんどなく、手がか

りとなる資料もないと思い込んでいた。先日、

某所より吉之助の紹介文の執筆の依頼を受け、

長年、開けていなかった資料箱を開けたところ、

吉之助の長女 昌子による「我が父母の記」な

る手書き原稿があり、その中で吉之助の直江津

時代について触れていた箇所があった。このま

ま私財とするにさみしく、同記より吉之助に関

係する部分を書き起こしたので、紹介したい。 

 

西川吉之助略史 

・明治 7 年 9 月 3 日 国学者 西川吉輔の四女、

西川佐智と久保八十次郎の間で生誕。 

・明治 28 年 私立小樽商業高校を設立 

・明治 31 年 1 月 17 日 第 10 代 西川伝右衛門

の娘、君と結婚し、第 11 代 西川本家当主とな

る。 

・明治 31 年 私立小樽商業高校を閉鎖 

・明治 32 年 長女 昌子誕生 

・明治 34 年 小樽から直江津に転居し、インタ

ーナショナル オイル カンパニーの会計主任と

して勤務。 

・明治 40 年 同上社が日本石油に身売りしたこ

とから、吉之助はアメリカに単独渡航 

・大正 4 年 第 10 代伝右衛門が高齢となったた

め、アメリカから帰国。 

・大正 5 年 西川濱子誕生 

・大正 8 年 濱子に聾の診断が下る 

・大正 14 年 西川聾口話教育研究所創立 

・昭和 3 年 滋賀県立聾話学校創立 

・昭和 15 年 吉之助 自害 

 

『我が父母の記』について 

 本稿は吉之助の五男 仲二氏から立入に託さ

れた昌子関連の封筒に収められていた。元原稿

は３種(版)あり、どれも執筆時期は不明なもの

の、現代文綴りであることから、それなりの時

間が経ってからの執筆と思われる。どの版も大

きな手直しが随所にあり、どの版が最終稿であ

るかわからなかった。今回は、３種の原稿から、

吉之助の生活ぶりなどがわかる内容をピックア

ップし、時系列的に並べ直した。 

 

『我が父母の記』 

 我が父、吉之助は、明治七年九月三日、滋賀

県蒲生郡八幡町の西川善六家に父、八十次郎と、

母、佐智の長男として生まれました。父の幼時

については、あまり沢山知りませんが、大変几

帳面な性であったらしく、小学校へは毎朝、級

の誰よりも一番先に行っていないと気がすまな

かったときいています。 

  父の母、佐智子は少しもお世辞を言わぬ真正

直な人で、父の身の廻りには、相当厳しい躾を

したらしく、父は死ぬまで、夜寝る時にはキチ

ンと衣服を枕元に畳んで置いていました。又、

寝具の敷布など一寸のしわがあっても気にして

いました。そして、自分で「これはお母さんが



厳しかったからだ」と常にいっていました。 

  父の父、八十次郎は西川善六家に婿養子とし

て来た人で、母の佐智子は家付きの娘でした。

西川善六家というのは、肥料商をしていた商家

の旧家でしたが、母の父吉輔が商家を捨てて国

学を学び、当時の国事に奔走した勤王の志士で

あって、この家の家業は父の祖父の時代で終わ

っていたのでした。 

  そして、父は幼少の頃から、本家西川伝右衛

門家の十代西川貞二郞の一人娘、君(きみ)の婿

養子になることに定まっていました。先祖の伝

右衛門は呉服太物等を行商して蝦夷の地に行

き、松前候家老の恩顧を得て、蝦夷に漁場や土

地を得、漁場の大親分となった人でした。そし

て近江八幡の地に住居を構えたのでした。八幡

には西川姓が多いですが、八幡の御三家といわ

れ、松前屋日一印（ナカイチ）というのが商号

でした。父は、始終この本家に出入りして、君

とは親類の幼なじみであり、又、実妹の光(みつ)

と共に遊び相手でありました。親類関係の本家

に当たってはいましたが、西川伝右衛門家とは、

此の頃は血は繋がっていなかったのです。父は

義父の貞二郞とも義母の澄子とも親身に慣れ親

しんでいました。 

  小学校を卒えた父は、東京へ遊学に出ました。

その時、学友として父の貞二郞は自分の実家の

甥の井狩一郎や、番頭の近松文三郎を供に学校

に行かせました。しかし、父吉之助は、何とい

っても気儘でした。一郎は慶應義塾に入り、文

三郎は一ツ橋の髙商へ入りましたが、父は和田

垣謙三博士を校長とする私立東京商業学校を卒

業するだけの事になりました。母は小学校時代

に、父が東京から休暇で帰ってくると、英語を

教えてもらっていたそうです。その頃使ってい

た書見台の左側に、お多福の木版刷りの丸い絵

が貼ってありました。それは、母の英語のでき

が良かった折に、父がご褒美に貼ってくれたも

のだそうです。 

  父は商業学校を卒業すると、家業を見習うと

でもいう名で、北海道の小樽の地に行きました。

文三郎も一郎も亦、同様に北海道に行きました

が、小樽でも父は相当遊んだようです。義父の

貞二郎は中々剛腹な人で、小樽商業学校の設立

に盃したり、又、水産事業に種々関係して交際

が広かったので、北海道開拓史と来朝したエド

ウィン・ダン氏や、伊藤一隆氏など、札幌農学

校時代の人々と常につきあっていました。 

  そして、エドウィン・ダン氏が公の任務を終

えて、越後の直江津港に設立されたインターナ

ショナルオイルカンパニーの社長になられ、祖

父と懇意であった伊藤一隆氏もそこの重役の一

人として赴任された時、父も縁故でその会社に

会計主任として採用されたのでした。この会社

は様々な外国人の社員も多く、日本人の社員も

多くは金持ちの息子でした。此の頃の父の生活

は相当派手なものであったようです。 

  父、吉之助と母、君の結婚は、明治三十一年

一月十七日、父二十六才、母十九才(共に数え年)

の時でしたが、私が二才の時に、母と私と「ト

ラ」という女中と三人が越後の直江津港へ行っ

たのでした。八幡にいる義父の処へ直江津での

住居を知らせる為に、父の筆で説明のついた写

真が五、六枚残っていますが、中々瀟洒な数寄

屋風の家で、若いサラリーマンの家としては贅

沢なものでした。義父に、自分の住居の立派さ

を喜んで貰える、と二十何才を超えても何の気

も廻さず思っていた父の気持ちの稚さが、写真

の裏の説明の仕方にもよく見えていました。 

  直江津に着いた母は、今までとは違った生活

に驚いたに違いありません。しかし、母は小さ

い頃から洋食も食べつけていたし、マナーも仕

込まれていたので、大して困難はなかったよう

ですが、関西弁だけはいかんともしがたく、出

入りの商人に「そうでしょうね」というところ

を「ほうやろうな」と言って、あの奥さんは顔

に似合わず「野郎なあ」というと陰口をたたか



れたそうです。 

  直江津では、「横町」と「古城」と二度家を

かわったようです。私が数え年で六才の頃に住

んだ古城の家の方は、記憶に残っています。座

敷に廻り縁があり、中の間に大きな爐が切って

ありました。廻り縁から行ける便所がすばらし

く広い畳敷で、キンカクシは木製の黒塗りで、

蓋も蒔絵のある黒塗り、立ったままであけられ

る様に手がついていたのを思い出します。 

 

  （高麗べりの 畳しかれし厠ありて昔、長者

の住みし家とか） 

 

  冬には父が橇にのって出勤していました。 

 

  （出勤の 父を乗せたる橇の影 かくして吹

雪烈しかりしか） 

 

  家を出てすこしゆくと、板橋がかかっている

かなり広い荒川という川がありました。 

 

  （町中を 日本海の波たてて 荒川の水 の

ぼりゆくかも） 

 

  冬、日本海の風は烈しく、荒川の橋を渡る人

力車が、お客も車も挽いている車夫も皆、吹き

飛ばされて荒川にはまってしまったと聞いたこ

とがありました。私も母に連れられてこの突風

にあい、よその家の軒下に吹き付けられたこと

がありました。また、火事も名物で積み荷の倉

庫が焼けて、真っ赤な火のほてりを背景に人々

の影が動く様も見ました。「火事だでよう！」

の声に細引一すじ持って駆けつけるのは女の人

でした。箪笥にでもこの細引を絡め、クルリと

背におって運び出していました。 

  家からしばらく行くと海辺で、ひと夏に二人

か三人は水死人が浜にあがりました。こもをか

ぶせてありましたが、はみ出している足先が灰

色とも緑黄色とも知れぬ気味悪い色をしていた

事が、今でもはっきりと目に浮かびます。この

水死人に血縁の人が会いに来ると、鼻から血が

流れ出すのだという恐ろしい話も聞きました。

夏はやはり暑く、冬の雪が囲ってあり、三十セ

ンチ角の塊にして氷のように物を冷やすのに使

っていました。その雪を洗って食べたこともあ

りました。 

  古城の家の向かいに八つ手の木のある路地が

あり、その奥に抱え車夫の仁作の家があり、入

り口に人力車が置いてありました。父は、お天

気の良い日は、その仁作の挽く人力車にのって、

新聞を読みながら、会社に出勤していました。

或る休日に、ふと私が何処かへ見えなくなり近

所を探してもいないので、大騒動になりかけた

ことがありました。ところがそれは仁作が私に

せがまれて、近郊の五智如来まで人力車で連れ

て行ってくれていたのでした。五智如来の近所

で名物の蕎麦を食べさせてくれた事を覚えてい

ます。五智如来に行く道の途中で、誰かが見か

けたらしく、その折り、私は新聞を拡げて車の

上で見ていたそうで、父の真似をしていたよう

です。 

 

  (仁作の曳く人力車にのりてゆく 五智の如

来の青葉道はも) 

 

 家には、料理人が来て、折々料理をしてくれ

たと母に聞きましたが、それには覚えがありま

せん。母自身も、父の好む料理は何でもやって

のけ、タンシチューなどは、牛の舌をゆでて皮

をむくところから嫌がらずにしていました。父

は義太夫を稽古していたらしく、五平さんとい

う師匠が三味線を弾いていました。家に出稽古

に来て貰っていたのでしょうが、父がかたって

いる様子にも、その声にも覚えがありません。

只、私も三勝半七の酒屋の段の「去年の秋のわ

ずらいに」というサワりを語って、皆に笑われ



た事は記憶にあります。 

 

（五平師匠の太棹の音よ 三勝半七のさはり 

まはらぬ舌にかたりし） 

 

  大きな鳥籠に小鳥がいろいろ飼ってありまし

た。そのすり餌を作るのは母の仕事でした。冬

になると、父は猟に行っていたようです。獲物

は一向なかったらしいのに、網袋に水鳥がドサ

ンと入れて置いてあったことがありました。母

とトラが「タンと買うておいでたなあ」と言っ

ていたのを知っています。母は犬が嫌いでした

が「アカ」と「ジョン」という二匹の大きな猟

犬がいました。父の猟の服装も亦、素晴らしい

ものであったようです。銃弾の革帯や、下のふ

くれた半ズボンに、洒落た模様の靴下など、今

も目にあります。後に妹達の子供服になったの

も、父の深紅のワイシャツであったし、芸術家

のする様な、巾のひろいロシヤの紅更紗のネク

タイも、父のその頃のものでした。後で聞いた

話ですが、父がヘルメットをかぶったら、エド

ウィン・ダン氏に「それは若い人がかぶる物で

はない」と注意されたそうです。 

  折々、賑やかな町へ一家中で芝居を見に行く

事もありました。又、父は遊蕩もしたようで、

そんな折には花街へ私も連れて行かれたらし

く、こんな思い出もあります。 

 

  （〆吉といひし妓なりし 瀧縞の着物の膝に

鶴 折てくれし） 

 

  同じ会社の社員方の名で覚えているのは、橘

さん、増田さん、服部さんなどです。橘さんの

お母さんは、鼓太鼓を打たれるので、私に教え

てやろうという事になって、二，三度教えて貰

ったのですが、あまりむつかしいので泣き出し

てそのままになったそうです。父の悪友でもあ

った服部さんは、なかなかの粋人で、奥さんが

大阪の南地の名妓であった人でした。私は女中

のトラを連れてゆくと大いに歓待して下さっ

て、お昼の御馳走になることもありました。出

された物がトラにないと「トウにも」といって、

困らせたそうです。服部さんの奥さんは、後で

疲れて寝込んでしまった事もあったそうです。 

  会社に何か行事があると、社員達は劇などし

ていました。所謂、新派劇で、何という劇か知

りませんが、板場の阿兄が、芸妓染吉を殺す場

面がありました。橘さんが、追い詰められて下

手の柱にとりつくと、父の阿兄が出刃を逆手に

殺すのですが、橘さんのカツラの島田が途端に

ハラリとくずれるなど中々の懲り方で、田舎廻

りの何とかという新派の芸人が稽古をつけてく

れたそうです。その時の父の衣服の太い格子縞

の浴衣と豆絞りの手拭が後年、古い行李の中か

ら出てきました。ふと、この芝居の場面を思い

出して、母に話すと子どもの折の印象の強さに

母が驚いていました。 

  社員が集って、能登の赤倉温泉に行ったこと

もありました。社員の一人が私に、按摩が杖を

ついている姿を、ハサミで切り紙細工をしてく

れたのを覚えています。社員には誰もかれも隠

し芸があったようでした。 

  重役の伊藤一隆氏は、クリスチャンで、禁酒

会の大御所でした。湿疹でお顔が真黒でした。

お酒がなくとも楽しめる事を、人に知らせるた

めに奇術を稽古され、後にアマチュアの奇術研

究家になられました。その頃の、松旭斉天一の

弟子になり教えを乞うたほどでした。当時の会

社の慰労会では、伊藤氏自らインドの象使いに

扮し奇術を披露されましたが、その実物大の象

のぬいぐるみは、母も含め社員の家族が各部分

手分けして何日幾夜かけて作ったものでした。 

  会社の運動会では、星条旗と日章旗の交叉さ

れた下に、万国旗がたなびいていました。本物

の子豚を放して、豚逐い競争をしたこともあり

ました。子豚といえども馬鹿にはできなくて、



思いもつかぬほどの速さで走る事に驚いた記憶

があります。 

  社長のエドウィン・ダン氏は三十三貫の大躯

で、直江津に初めて来られた折には、二人乗り

の人力車に乗ったら、車が曲がってしまったと

聞いています。私はダン氏の顔も姿も覚えてい

ませんが、相撲取りの前に出たような圧迫感を

感じたことだけは、不思議に覚えています。ダ

ン氏には日本人の奥さんとの間に何人かのお子

さんがいて、お父さん似はアメリカ名を、お母

さん似は日本名をつけていました。（息子さん

の一人、ジェームス・ダン氏は後の大正のピア

ニストダン･道子さんの夫君です）このダン氏の

家に、折々父と母はディナーによばれていまし

た。夏には、家の天井に大きなうちわが取り付

けてあり、食堂の隅で下男が紐をひいてこのう

ちわを動かしていたそうです。 

 母は父の会社の名前を「イントル、ナショナ

ル、オイル、コンパニー」と教えてくれ、異人

さん達の名前は、「シーシ、オスボン、エドウ

ィン、ダン、クリエルさん」と一息にいつも教

えてくれるので、私はそれが何人の人の名前な

のかわかりませんでした。後になり、オスボン

氏、ダン氏、クリエル氏の三人の名前であるこ

とを知りました。 

  父は、自分の友達などを家に連れてきて世話

をするのが好きでしたが、この時代にも山上惣

助という人を連れてきて同居させていました。

この人は至って弱虫で、いつも護身用のピスト

ルを持っていました。外の廊下を歩く母の足音

に身構えて、打とうとしたという話もあります。

此の頃の父の趣味の一つに、俳句がありました。

孤筍というのが父の号でした。春雨会という句

会があり、その連座の記録が父の遺した書き物

の中にありました。句は覚えていませんが、写

生句は少なかったと思います。随分凝った着物

を好んで作らせていたようで、茶色の綴れの男

帯や、まるで幇間が着るようなしゃなしゃなし

た羽織などが残っていて、後年の父の自嘲の種

になっていました。 

  直江津には、私が数えの七つ頃まではいたよ

うですが、いつ引き上げたのか覚えていません。

三十八年一月の日露戦争旅順陥落の折には、私

は股関節脱臼治療の為に、東京大学の医科の附

属病院に入院していたので、その頃の事だった

と思います。 

  直江津の次に覚えているのは、横浜で山の手

の鷺山の住宅で小村夫妻と同居していた時のこ

とです。当時、東京大学の整形外科の田代義博

博士が、股関節脱臼の研究をされていて、ドイ

ツから帰朝されたところでした。しかし、全身

麻酔で整復してみても、中々はまらなかったの

でした。重いギブスが腰にかけられたまま、自

由に動けずに近所を行く西洋人の子どもたちを

窓から眺めたりしていました。 

  ある時、伊勢佐木町へ芝居を観に行くことに

なり、夕食を海濱ホテルでとったことがありま

した。喉が渇いていた私は、コップの飲み物を

全部飲んでしまったら、目が回り出し、そのま

まソファで寝てしまい、目覚めるともう芝居も

終わりだったこともありました。 

  その頃、父がどうしていたのか、一向私の記

憶にありません。その後、母と私は八幡の祖父

の家に帰ってきたようです。父はそのまま横浜

にとどまっていたのか、とにかく、父のインタ

ーナショナルオイルカンパニーの終わりはあま

り芳しくなかった事のようでした。私は六ヶ月

に一度は、ギブスを取り替えに行かねばなりま

せんでしたが、その時にも父がいたか覚えがあ

りません。八幡の家は、それまでで一番大きな

屋敷だったので、嬉しかったのを覚えています。

私が二年生になった時、父が長いこと家へ帰っ

てきて、その後、アメリカに行くことになった

と聞きました。悲しくは思わず、駅まで見送り

に行ったかどうかも覚えていません。父からは、

折々便りが来ていました.二年ほどして父は帰



ってきたのでした。     

 

『我が父母の記』から読み取る吉之助像 

 濱子誕生前の吉之助については、今までまっ

たく知られていなかった。西川本家の当主とし

て、まさに遊学し、北海道で築いた人脈にて日

本の油田開発に携わっていた。この頃は会計主

任として、非常に几帳面な会計簿を残し、イン

ター社からの日本石油社への引き渡しが実にス

ムーズに行われたとの記が残っている。一方で、

俳句を詠み、冬には猟に行くという、いわゆる

オフの楽しみの記述もあった。直江津時代の後

は、アメリカ、シアトルの古屋百貨店の経営に

携わることになるが、この期のことはまったく

もって不明である。 

 もし、機に恵まれるならば、「The Seattle 

Daily Times」に古屋百貨店の記事が残ってい

るので、丁寧にマイクロフィルムを見てみたい

とも思う。 

 帰国後、濱子の聾を知った後、自らの生活は

おろか西川家の全財産を口話式聾教育につぎ込

むことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターナショナルオイルカンパニーの社員写真 

 中央列、右から３番目はインター社の社長、エドウイン・ダン。 

 吉之助は、後列の右から５人目であろうと思う（現存する最も若い時の吉之助の写真と思われる）。 
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